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CS-807に 関す る細 菌 学的研 究

五島瑳智子 ・小川正俊 ・金子康子 ・桑原章吾

東邦大学医学部微生物学教室

新経 ロセフ ァロスポ リン剤CS-807(R-3746)のin vitro,in vivo抗 薗作用 をT-2588(T

-2525)
,cefixime(CFIX),cefaclor(CCL),augmentinと 比較 し次の結果を得た。

1)R-3746はP.aeruginosaを 除 く各種のグラム陰性菌に対 し,対 照薬 剤と比較 して強 い抗菌

活性を示 した。

2)R-3746は 各種 β-lactamaseに 対 し,CCLよ り安定であった。

3)マ ウスの実験的全身感染 に対するCS-807の 治療効果は β-lactamase産 生菌感染 に対 して

CFIX,T-2588と 同程度 で,CCL,augmentinよ りも優 れた結果が得 られた。

CS-807は 経 ロ セ フ ァロ ス ポ リン剤 で あ り,経 口 吸収

され な い抗 菌 活性 を示 すR-3763の4位 カル ボ ン酸 に イ

ソプ ロポ キ シカ ル ボニ ルオ キ シエ チル をエ ス テル結 合 さ

せ た も の で あ る(Fig.1)。cs-807は 生 体 内 で エ ス テ

ラー ゼの 作用 を うけR-3763と な る。

Fig. 1 Chemical structure of CS-807

R-3763は グ ラム 陽 性,グ ラ ム陰 性 菌 に広 範 囲 な 抗 菌

ス ペ ク トル を有 し,ま た β-lactamaseに も安 定 で あ る

とされ て い る。

本 報 で は,CS-807のin vitro,in vivo抗 菌作 用 を,

in vitroで は,R-3763のNa塩 で あ るR-3746に よ り抗

菌 力 を比 較 し,in vivoで はCS-807を 用 い,T-2588(T

-2525)1)
,CFIX2),CCL3),augmentin4)と 比 較 した。

I.実 験 材 料

1.使 用菌 株

教 室 保 存 株 お よび 昭 和55～59年 の 間 に臨 床 材 料 か ら

分離 した グ ラム 陽性 菌 お よ びグ ラ ム陰性 菌 の 多数 株 を使

用 した 。

2.使 用 薬 剤

R-3746 (909μg/mg,三 共)

CS-807 (740μg/mg,三 共)

T―2525 (971μg/mg,富 山化 学)

T-2588 (766μg/mg,富 山化 学)

Cefixime (CFIX, 881μg/mg,藤 沢 薬 品)

Cefaclor (CCL, 958μg/mg,塩 野 義製 薬)

Augmentin (845μg/mg,ピ ー チ ャム 薬品)

Methicillin (DMPPC, 833μg/mg,万 有 製薬)

Amoxicillin (AMPC, 842μg/mg,ピ ー チ ャ

ム薬 品)

Clavulanic acid(CVA,827μg/mg,ビ ー チ ャ

ム薬 品)

3.感 受性 測定

前 培 養 にMueller-Hinton broth(MHB; Difco),

感 受 性 測 定 にMueller-Hinton medium(MHM: Dif-

co)を 用 い て,日 本 化 学 療 法 学 会 最 小 発 育 阻 止 濃 度

(MIC)測 定 法 に準 じて行 った5}。

S. pneumoniaeお よ びS.pyogmesに はBrain-

Heart infusion agar(BHI:Difco)を 測 定 培 地 と して

用 い た。

H.influenzuで は,Mueller-Hinton mediumに

Fildesの 消化 血 液 を5%加 え測 定 用 培地 とした。

B.pertussisの 場 合,前 培 養 に は20%馬 血 清 添 加 の

Bordet-Gengou medium(Difco)を 用 い て48時 間 培養

を行 い,1%casamino acidお よび0.35% NaCl溶

液 に懸濁 した 。測 定 用 培地 は10%馬 血 液添 加 のBordet
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Gengou mediumを 使 用 した。

N.gonorrhoeaeで は,GC medium base (Difco)に

supplementと して,cocarboxylase 0.001g, glucose

20g,glutamine 0.5gを 蒸留 水100mlに 溶 解 し,培 地 に

2%の 害拾 で加 え,ロ ー ソク培養 にて 測定 した。

嫌 気 性 菌 の場 合 には,前 培 養 にGAMbroth(日 水),

測 定用 培地 にはGAM寒 天培 地(日 水)を 用 いた。

4.殺 菌作 用

K.pneumoniae 3K25をMueller-Hinton brothに

37℃ で 培 養 し,生 菌 数 が約106cells/mlに 到 達 した と き

に,各 抗 菌 剤 を それ ぞれ1/2, 1,2 MICを 添 加 し,

37℃ で 振 邉 培 養 を行 った。 薬 剤 添 加 後1,3,6,24

時 間 に生 菌 数 を測 定 した。

5.β-lactamaseに 対 す る安 定 性 の測 定

β-lactamase活 性 はspectrophotometric me-

thod6),7)に よ って 測 定 し,酵 素 液 の 蛋 白 量 はLOWRY

法8)に よ り求 め た。 各薬 剤 の基 質 濃 度 は100μMで,用

い た緩 衝 液 は0.05Mリ ン酸 緩 衝 液(pH7.0),反 応 温 度

は30℃ で測 定 を行 っ た。Penicillinaseで はABPCを

100と し,Cephalosporinaseで はCERを100と し た

相 対加 水 分解 速 度 で各 薬 剤 の加 水分 解 速度 を表 示 した。

6.マ ウス実験 感 染 にお け る治療 効 果

マ ウ ス はICK雄,体 重19±19,4週 齢 を用 いS.

aureus Smith, E. coli C11, E. coli 121, K. pneumo-

niae 3K25, M. morganii GN125, E. coli 35, E. coli

ML141ORGN823, K. pneumoniae GN69, P. vulgar-

is9を 感染菌 とし,腹 腔 内に接種 し,1時 間後 に各薬

剤 を経口投与 した。感染後5日 間生死を観察 し,マ ウス

の生死 か らVAN der WAERDEN法 に よりED50を 算出

した。

7.マ ウス血 清中濃度

実験感染 と同 じマウスを使用 した。薬剤 を経 口投与後

5分,15分,30分,1時 間,2時 間 目にそれぞれ のマ

ウス8匹 から採血 した血液 をプールし,各 時点での血清

中濃度を測定 した。

測 定法 はCS-807は 活 性 体Na塩R-3746をE.coli

NIHJ JC-2, T-2588はT-2525と しK.pneumoniae

ATCC 10031,CFIXはE.coli ATCC 39188, CCLは

B.subtilis ATCC6633,augmentinのAMPCはM.

luteus ATCC9341,CVAはK.pneumomae ATCC

29665を 検定菌 とす る薄層デ ィスク法 を用いた。

なお検量線 は薬剤 をそれぞれマウス血清 により希釈 し

て作製 した。

II.実 験 成 績

1.抗 菌 スペ ク トラム

当教 室 保存 の各種 グ ラム 陽性 菌 お よび ブ ドウ糖 非 発 酵

菌 を含 むグ ラ ム陰 性桿 菌 のR-3746に 対 す る感 受 性 をT

-2525
,CFIX,CCL, augmentinと 比 較 した(Table 1,

2,3,4)。

接 種 菌 量108cells/血 に お い て,R-3746はP.ml-

garis,S.marcescensお よ び ブ ドウ糖 非 発 酵 菌 に対 し感

受 性 は 弱 い が,106cells/ml接 種 に お い て,P.aer-

uginosa IFO 3445,お よびA.xylosoxidans TMS 73を

除 きグ ラ ム陽 性菌お よび腸 内細 菌 に対 し強 い抗 菌 力 が認

め られ た。

R-3746は 接 種 菌 量106cells/m1に お い てB,

thetaiotaomicron, B.distasonis, B.vulgatusに 対 し,

T-2525, CFIX,CCLよ り 強 い 抗 菌 力 を 示 し,P.

prevotii, P.asaccharolyticusの 場 合 にお い て も同様 の

傾 向 で あ った。

2.各 種臨 床分 離 株 に対 す る抗 菌 力

Methicillin耐 性S.aumsに 対 す る 抗 菌 力 は108

cells/ml接 種 で は,12.5μg/ml以 下 のMICを 示 す株 が,

R-3746お よ びaugmentinで は4%T-2525お よ び

CCLで は1%,CFIXで は0%で あ った 。106cells/ml

接 種 で はaugmentin 7%,R-3746は6%T-2525,

CFIXで は2%, CCLは1%で あ り,す べ て抗 菌 力 は

弱 か った(Fig.2)。

外 来 患 者 か ら 分 離 さ れ たS.aureusに 対 し,108

cells/ml接 種 で は,DMPPC,R-3746,augmentin,

CFIX,T-2525,CCLの 順 に抗 菌 力 が 弱 く,106cells/

m1に お け るMICが6.25μg/ml以 下 を 示 す 株 は,R

-3746で は85%
,augmentin, DMPPCが81%,CCL

が24%,T-2525,CFIXは0%で あ った(Fig.3)。

入院 患 者 か ら分 離 され たS.aureusに 対 して は,6剤

と も外 来 患 者 か ら のS.aurmsに 比 べ 抗 菌 力 は 弱 く,

MICは 大 き か った 。108cells/mlで はR-3746は

DMPPCよ り抗菌 力 が 弱 い が,augmentinと 同 程 度,

T-2525,CFIX,CCLよ り強 い こ とが 認 め られ た。106

cells/ml接 種 にお い て も同様 の傾 向 が 認 め られ た(Fig.

4)。

S.pneumoniaeで は,108cells/ml接 種 に お い て,全

株 の 発 育 が 阻 止 さ れ る濃 度 は,R-3746は0.39μg/ml ,

T-2525は0.024μg/ml,CFIXO.39μg/ml ,CCL 3.13

μg/ml, augmentin 0.05μg/mIで あ った。106cells/ml

で は,R-3746は0.024μg/mlに お い て全 株 の 発 育 が 阻

止 され,T-2525と 同 程 度 で あ り,CFIX 0 .2μg/ml,

CCL 0.78μg/ml,augmentin 0.05μg/mlで あ った
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Table 1 Antibacterial spectra of R-3746, T-2525, CFIX, CCL and Augmentin
Inoculum size: 106 cells/ml

Table 2 Antibacterial spectra of R-3746, T-2525, CFIX, CCL and Augmentin
Inoculum size: 106 cells/ml
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Table 3 Antibacterial activity against anaerobic bacteria
Inoculum size: 104 cells/ml

Table 4 Antibacterial activity against anaerobic bacteria
Inoculum size: 106 cells/m1
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Fig. 2 Sensitivity distribution of clinical isolates
S. aureus (MRSA) 99 strains

Fig. 3 Sensitivity distribution of clinical isolates
S. aureus 21 strains (outpatients)

(Fig.5)。

S. pyqgenesに 対 して は,R-3746は108cells/m接 種

で は,全 株 の 発 育 を 阻 止 す る濃 度 は6.25μg/mL106

cells/mlで は0.78μg/mlで あ り,augmentinと 同 程 度

の抗 菌力 を示 し,CFIX, CCLよ り強 い抗 菌 力 が認 め ら

れ た(Fig.6)。

E. faecalis71株 に対 す る抗 菌力 はR-3746 ,T-2525,

CFIX, CCLと もに,ペ ニ シ リン剤 よ り著 し く弱 か った

(Fig.7)。

E.coli30株 に対 して は,108cells/m1の 接 種 時 の,R

-3746の 抗 菌 力 は
,T-2525,CFIX, CCLよ り弱 くaug-

mentinよ り強 か った。106cells/ml接 種 で はR-3746は
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Fig. 4 Sensitivity distribution of clinical isolates
Sources 38 strains (inpatients)

Fig. 5 Sensitivity distribution of clinical isolates
S.Pneumoniae 30 strains

CFIXよ り若干MICが 大 きいが,T-2525, CCL, aug-

mentinよ りは強 い抗菌 力 が 認 め られ た(Fig.8)。

K.pneumoniae29株 の 場 合,108cells/ml接 種 で はR

-3746の 抗 菌力 はCFIX
, T-2525に 比 べ1/4程 度 弱 いが,

CCL, augmentinよ りは強 か った。 しか し106cells/ml

接種時にはR-3746で は全株0-39μg/ml以 下 で発育が阻

止 され,T-2525, CCL, augmentinよ り抗 菌 力 が 強

か った。CFIXは 全株0.2μg/ml以 下で発育 が阻止 され

た(Fig.9)。
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Fig. 6 Sensitivity distribution of clinical isolates
S. Pyogenes 36 strains

Fig.7 Sensitivity distribution of clinical isolates
E.faecalis 71 strains

Pmimbilisは,5剤 と もに108cells/m1で の 感 受 性

は 弱 い。106cells/mで は,全 株 の発 育 が 阻止 され る濃

度 は,R-3746は0.39μg/mLT-25250.78μg/m1,

CFIXO.1μg/m1,CCL6.25μg/m1,augmentin

>100μg/mで あ った(Fig.10)。

Pvu忽arお の場 合,108cells/m1で はCFIXが 若 干

抗菌力が認 め られたが,他 の4剤 は弱か った。 しか し

106cells/mの 場 合 には,CFIXで は0.05μg/mで 全株

発育が趾 紘R-3746はCFIXよ り抗菌力は劣 るが,

T-2525, CCL, augmentinよ り強 いことが認 められた

(Fig.11)。
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Fig. 8 Sensitivity distribution of clinical isolates
E.coil 30 strains

Fig. 9 Sensitivity distribution of clinical isolates
K.Pnetunoniae 29 strains

Mm即niiの 場合において も,5剤 とも108cells/

m1に お ける抗 菌力は弱いが,106cells/ml接 種 時ではR

-3746はT-2525
, CFIXと 同程度の抗菌力 が認 め られ

た(Fig.12)。

Pmttgeriで は108cells/m接 種時 にお ける抗菌力 は

5剤 とも弱 い。 しか し106cells/m1接 種時 ではR-3746

は優 れ た抗 菌活 性 を示 し,CFIXよ り若 干(1/2程 度)

弱 いが,T-2525, CCL, augmentinよ りMICは 感 性

側 に分布 した(Fig.13)。

P.stmrtiiの 場 合,108cells/m,106cells/m接 種 時

と もR-3746, T-2525, CFIXの3剤 は強 い抗 菌 力 を示

した(Fig.14)。
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Fig.10 Sensitivity distribution of clinical isolates
P. mirabilis 30 strains

Fig. 11 Sensitivity distribution of clinical isolates

P. vulgaris 24 strains
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Fig. 12 Sensitivity distribution of clinical isolates
M. morganii 25 strains

Fig. 13 Sensitivity distribution of clinical isolates
P. rettgeri 27 strains
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Fig. 14 Sensitivity distribution of clinical isolates
Rstuartii 25 strains

Fig. 15 Sensitivity distribution of clinical isolates

S. Ina rcescens 31 strains

S.marcescens31株 に 対 し て は,108cells/m接 種 時

に お け る5剤 の抗 菌 力 は弱 く,106cells/mに お い て は

CFIX, R-3746, T-2525の み が 強 い 抗 菌 力 を 示 し,

CCL, augmentinは 無 効 であ った(Fig.15)。

E.cloacae24株 の 場 合,108cells/mで は5剤 の 抗 菌

力 は 弱 く,106cells/血1に お い てR-3746はT-2525,

CFIXと 同 程度 の強 い抗 菌 力 を示 し,CCL, augmentin

で はほ とん ど無 効 で あ った(Fig.16)。

P.aemginosa34株 に お い て は,108cells/mL106

cells/ml接 種 時 と も5剤 の抗 菌 力 は弱 か った(Fig.17)。

H,influenzaeに 対 し,R-3746はCCLお よ びaug-

mentinよ り 強 い 抗 菌 力 が 認 め ら れ た が,T-2525,
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Fig. 16 Sensitivity distribution of clinical isolates
E.cloacae 24 strains

Fig. 17 Sensitivity distribution of clinical isolates

P.aeruginosa 34 strains

CFIxよ り若干弱い傾向が認 められた(Fig.18)。

B.pertussisの 場合,108cells/m接 種 時 におい て,

R-3746は 他剤 と同程度の抗菌力であったが,106cells/

m接 種 時 で は,R-3746の 抗 菌 力 は 他 剤 よ り劣 った

(Fig.19)。

B.fragilisで は,R-3746の 抗 菌 力 は,augmentin

よ り弱 い ことが認 め られ た が,T-2525,CCLと 同程 度

で あ った(Fig.20)。
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Fig. 18 Sensitivity distribution of clinical isolates
H. influenzae 18 strains

Fig. 19 Sensitivity distribution of clinical isolates
B. pedussis 21 strains

β-1actamase非 産 生 瓦8onorrneae40株 に対 し,

108cells/mで は,R-3746はT-2525, CFIXよ り若 干

抗 菌 力 が 弱 か っ たが,CCL, augmentinよ り強 く,全

株6.25μg/mの 濃 度 に お い て 発 育 が 阻 止 さ れ た。106

ceUs/ml接 種 時 で は,R-3746はT-2525, CFIXと 同程

度 の強 い抗菌 力 が 認 め られ た(Fig.21)。

β-lactamase産 生N. gonorrhoeae39株 に対 して は,

108cells/m1で は,R-3746はT-2525, CFIXよ り抗 菌

力 が弱 い が,106cells/mで はT-2525, CFIXと 同程 度

の 強 い抗 菌力 を示 した(Fig.22)。
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Fig.20 Sensitivity distribution of clinical isolates
B.fragilis 23 strains

Inoculum size: 108cells/ml Inoculum size: 108cells/ml

Fig. 21 Sensitivity distribution of clinical isolates
N.gonorrhocae 40 strains (non-PPNG)

Inoculum size: 105cells/ml Inoculum size: 106cells/ml

3.殺 菌 作 用

R-3746のMICが0.39μg/mlのK .pneumoniae

3K25に 対 す る殺 菌作 用 をT-2525, CFIX , CCL, aug-

mentinと 比 較 し た(Fig.23)。R-3746は2 MIC
, 1

MIC, 1/2MIC濃 度 にお け る殺 菌作 用 は強 く,再 増 殖 は

認 め られ な か った。T-2525, CFIX, CCLの3剤 で は,

24時 間後 に再増殖 がみ られ,augmentinで は1MIC ,

2 MICに おいて再増殖が抑制 された。

4.各 種 β-lactamaseに 対す る安定性

Table 3に 示 した とお り,各 種 β-lactamaseに 対

するR-3746の 安定性では,各 種 グラム陰 性菌 の産生す

るcephalosporinase, penicillinaseに 比較的安定 であ
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Table 5 Hydrolysis of antibiotics by ƒÀ-lactamase

N.T.: not tested

Table 6 Therapeutic effect of CS-807 and related antibacterial drugs on experimental infection in mice

* 5% mucin added ED50: Van der Waerden's method. Administration: p.o. 1 hr after infection

Mice: I CR, 4W, •‰, 19 •} 1g, 6 animals/1 group

る(Table 5)。

5.マ ウ ス実験 感 染治 療 効果

S.aureus Smith, E.coli C11, E. coli 121, K.

pneumoniae 3K25に 対 す るCS-807の 治 療 効 果 の 成 績

をTable 6に 示 した。

S.aureus Smithに 対 す るCS-807のED50は10.0

mg/mouseを 示 し,T-2588と 同値 で あ った。

E.coli C11に 対 す るCS-807のED50は0.05mg/

mouseを 示 し,T-2588, CFIX, CCLと 同程 度 で あ っ

た。

E.coli 121に 対 し,CS-807のED50は0.62mg/

mouseで あ り,MICが 最 も小 さ いT-2588 (ED50は

0.19mg/mouse)よ り若干 治療 効 果 は 弱 い が,CFIXよ

り も3倍,CCLよ り8倍,augmentinよ り20倍 強 い

こ とが 認 め られ た。

K.pneumoniae 3K25の 場 合,CS-807のED50は

CFIXと 同 値 で あ り,T-2588, CCL, augmentinよ り

強 い治療 効 果 を示 した。

各 種 の β-lactamaseを 産 生 す るM.morganii GN

125,E.coli 35,E.coli ML1410RGN823, K.pneumo-

niae GN69お よ びP.vulgaris 9に 対 す るCS-807の

治 療効 果 をTable 7に 示 した。
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Fig. 22 Sensitivity distribution of clinical isolates
N.gonorrhaate 39 strains (PPNG)

Inoculum sizo: 106cells/ml Inoculum size: 106cells/ml

Table 7 Therapeutic effect of CS-807 and related antibacterial drugs on experimental infection in mice

*5% mucin added ED50: Van der Waerden's method.

Administration: p.o. 1hr after infection S,C.**

Mice: ICR, 4W, ♂, 19±1g, 6 animals/1 group



VOL 36 S-1 CHEMOTHERAPY 59

Fig. 23 Bactericidal activity of R-3746, T-2525, CFIX, CCL and CEX against

K.Pnernmoniae 3K25

R-3746

CFIX

Augmentin

T-2525

CCL

Richmond type laの β-lactamase産 生 菌M.

morganii GN 125に 対 しCS-807のED50は0.31mg/

mouseで あ り,T-2588,CFIXと 大 差 な く,CCL,

augmentinで は無効 であ った。

Richmond type 1bの β-lactamase産 生 菌E.coli

35で はT-2588のED50が0.37mg/mouseを 示 し,CS

-807は2 .5mg/mouseと6.7倍ED50が 大 き い が,

CFIX, CCL, augmentinは 無 効 で あ った 。

Richmond type IIIの β-lactamase産 生 菌E.coli

ML1410 RGN823に 対 し,CS-807のED50は0.99mg/

mouse, T-2588で は3.15mg/mouse, CFIXは6.29mg/

mouse, augmentinは3.15mg/mouse, CCLは 無 効 と

な り,CS-807の 治 療 効 果 はT-2588, CFIX, CCL,

augmentinよ り も強 か った。

Richmond type IVの β-lactamase産 生 菌K.

pneumnm GN69に お けるCS-807のED50は1.25mg/

mouseとT-2588, CFIX, CCL, augmentinよ り強 い
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Fig. 24 Serum levels of 0.0407 and other drugs in mice

CS-807 T-2588 CFIX CCL (AMPC) (CVA)

Mice: I CR. 4W, ♂, 19±1g, 8 animls/group

Administration: P. O.

治 療効 果 が認 め られ た。

Richmond type Vの β-lactamase産 生 菌P.vul-

garis 9に 対 し て はCS-807のED50は6.29mg/mouse

とT-2588の12.8倍,CFIXの1.46倍 大 き いED50と

な ったが,CCLとaugmentinの 両 剤 は 無効 で あ った。

6.マ ウス血 清 中濃 度

CS-807, T-2588, CFIX, CCL, augmentinを そ れ ぞ

れ1mg/mouse, 0.5mg/mouseを 経 口投 与 した成績 を

Fig.24に 示 した。

CS-807 1mg/mouse投 与 に お い て,30分 が ピー ク

で25μg/ml, T-2588も30分 が ピー ク で あ り20μg/ml,

CFIXは1時 間 が ピー クで あ り6μg/ml,CCLで は15分

が ピー ク で40μg/ml, augmentinで はAMPCが30分

で ピー クを 示 し26μg/mi,CVAは15分 が ピー クで5.8

μg/mlの 値 で あ った。

CS-807投 与後 の ピー ク値 はCCL,augmentinよ り

低 いが,T-2588,CFIXよ り高 い値 を示 した。

III.考 察

本 報 告 は経 ロ セ フ ァ ロス ポ リ ン剤 と して 開発 さ れ た

CS-807 (R-3746)のin vitro,in vivo抗 菌作 用 の 特徴

をT-2525 (T-2588), CFIX, CCL, augmentinと 比 較

した成績 であ る。

Methiciliin耐 性S.aureusに 対 し て は,R-3746の

抗菌 力 はT-2525, CFIX, CCLよ り強 か った。

Methicillin耐 性 以 外 のS.aureusに 対 し て は,R

-3746の 抗 菌 力 はT-2525
, CFIX, CCLよ り強 か った。

R-3746はP.aeruginosaを 除 くグ ラム陰 性 桿 菌 に極 め

て強 い抗 菌 力 を示 した。 特 にE.coli, K.pneumoniae,

P.vulgaris, M.morganii, P.rettgeri, P.stuartii, S.

marcescens, E.cloacaeのCCL耐 性株 に対 し強 い抗 菌

力 を示 した。

R-3746は 各 種 β-lactamaseに 対 し,CFIX, T

-2525よ り若 干 安 定 性 が 劣 った が,CCLよ りは安 定 で

あ った 。

CS-807の 各 種感 染 に対す る治療 効果 はin vitro抗 菌

力 と相 関 し,β-lactamase産 生菌 に対 し,CCL, aug-

mentinよ り も 優 れ た 治 療 効 果 を 示 し,CFIXとT

-2525と 同 程度 であ った。

CS-807の 各 種 感 染 に対 す る優 れ た 治 療効 果 は,そ の

抗 菌 力 と ともに血 清 中濃 度 の ピー クが 高 く,3時 間後 に

もまだ血 中 に薬剤 が 残存 して い る こと,す なわ ち持 続 性

に よ る と考 え られ る。
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IN VITRO AND IN VIVO ANTIBACTERIAL ACTIVITIES

OF CS-807, A NEW ORAL CEPHALOSPORIN

SACHIKO GOTO, MASATOSHI OGAWA, YASUKO KANEKO and SHOGO KUWAHARA

Department of Microbiology, Toho University, School of Medicine, Tokyo

The in vitro and in vivo antibacterial activities of CS-807 (R-3746: active form) were compared with those

of T-2588 (T-2525), cefixime, cefaclor, and augmentin.

The antibacterial activity of R-3746 against various Gram-negative bacteria, except P. aeruginosa, was the

most potent of all the antibiotics tested. R-3746 was extremely stable against various types of ƒÀ-lactamase

from Gram-negative bacilli, and its stability was superior to that of cefaclor.

The therapeutic effect of CS-807 against systemic infections due to ƒÀ-lactamase-producing bacteria in mice

was almost the same as that of cefixime and T-2588, and was superior to that of cefaclor and augmentin.

augmentin.


